
キ ー ワ ー ド ：

１ 課題
・校内研修の充実と授業改善

・補習指導体制の工夫・改善

２ 課題解決の具体策
① 地域公開研究会の実施

② ワークショップ型校内研修会の開催

③ 全員が２回行う授業公開

④ 放課後や長期休業中における補充的な学習の指導体制の確立

３ 取組の概要
① １１月２日（火）に地域公開研究会を実施。１年生数学、２年生社会、３年生

特別活動の授業を公開。教職員、保護者の他、町内会長等の参観をいただく。

また、校内研究を兼ねており、指導主事、教科指導員の先生にも参観、助言を

いただいた。

② 教師全員が参加し、授業改善に

つなげるためにワークショップ

型の研究会を企画した。公開し

た授業を参観した直後に、拡大

した指導案に付箋を貼ってい

き、研修会に活かすこととし

た。各授業に対し、グループで検討を加え、成果と課題を 明確にする今回の

取組は、参加型研修会として非常に有効であった。

③ １学期に全員が授業を公開。その後、校内研修会を経て、２学期には全員が指

、 。 、 、導案を作成し 授業を公開する 授業参観後は 参観メモを記述して渡すなど

全校をあげて授業改善に取り組んでいる。

④ 授業、放課後や長期休業中に 「学習の自律」を促しながら補充的な学習が展、

開できるよう、国語、数学、英語のコンピュータによる個別学習プログラムを

購入し、活用している。今年度は、教科担任以外の教師も指導ができるように

するために研修会を実施し、ＰＣルームを活用した指導の改善に努めている。

４ 成果と課題
ワークショップ型の校内研修会に切り替えたことで、授業を参観する教師の姿○

勢や目線が前向きに改善され、その後の授業検討でもたいへん活発な討議が展

開された。

、 。 、○ 教師全員が年に２回授業を公開することで 授業改善につながっている また

地域公開研究の授業への批判検討を経て、各教科が指導案を作成するという流

れが、校内研修に推進力を与えている。

、 。● 地域公開研を要に より地域の多くの方に学校を拓く方策を模索していきたい

公開と研究の日程を分けることも考えてみたい。

● 補充的な学習にかかわって、生徒のニーズにいかに教師側が組織として応えて

いくかが課題である。
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